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市議会議員による時候のあいさつ状、寄附行為等は、
法律で禁止されています。ご理解をお願いします。

議会広報常任委員会
 委 員 長　床井　紀範
　委　員　小林　久美
　委　員　前田　広子
　委　員　鈴木　美恵

副委員長　古越　孝子
　委　員　田中　早苗
　委　員　鈴木　宏樹

9月定例会の傍聴者は62人でした。
次の定例会の
開  会  予  定：  
市役所 4階議場で開催します

11月30日 午前9：30～

市議会だよりは、ふじみ野市のホー
ムページからも閲覧できます。
市議会の会議録も見られます。
録画放映やSNSもご覧ください。
ふじみ野市議会 検索

請願締切予定：11月20日  午前10：00請願締切予定：11月20日  午前10：00

表紙の題字を書いてくれた人
福岡中学校３年生  近

こん
野
の
　未

み
来
らい
さん

　9月に新しい市立博物館が開館しました。長く資料館に携わ
ってきた私にとっても、今回の開館は感慨深い出来事です。歴
史を学ぶことは、過去を知るだけではありません。なぜ今の
まちがつくられてきたのかを知ることで、これからのまちづく
りや行政運営を考える視点にもつながります。
　今回の定例会では、前年度の決算を審査しました。税金が
適正に使われたのか、事業が本来の目的に沿って行われたの
か。一つひとつの事業について、その先にある市民の暮らしを
思い浮かべながら質問することの大切さを改めて感じました。
　これまでを知り、今を見つめ、これからを考える。
　そんな視点を大切にしながら、これからも皆さんに身近に
感じていただける議会だよりを目指していきます。�（小林久美）

編集委員が
インタビュー !

表紙：働く人シリーズに寄せて

かき氷屋さんかき氷屋さんに伺いましたに伺いました

Q	かき氷店を始めたきっかけは何ですか。
A	 昔からかき氷が好きで、食べ歩きもしていまし

た。いつか自分のお店を持ちたいと思い、まず
カフェ経営を学びました。自分の好きなものを
仕事にしたいと思い、都内のかき氷専門店で修
行したことが、お店を始めるきっかけになりま
した。

Q	メニューはどのように考えているのですか。
A	 思いついたアイデアはいつもスマホにメモして

います。それを実際に試作して、味を確かめな
がらメニューにしています。期間限定メニュー
は週替わりで出すこともあります。食べること
はもちろんですが、作ることのほうが好きなん
だと思います。

Q	大切にしていることは何ですか。
A	 お客様に飽きずに楽しんでいただくことと、自

分のお店らしさを大切にしています。ＳＮＳな
どではいろいろな意見がありますが、それだけ
に左右されるのではなく、自分が作りたいと思

うものに挑戦しながら、新しい味を届けていき
たいです。

Q	かき氷は夏のイメージですが、冬も楽しめるも
のですか。

A	 一年を通して楽しんでいただけます。冬は冬な
らではの食材があり、季節に合わせたメニュー
を作ることができます。夏だけではなく冬にも
かき氷を食べたいと思っていただけたらうれし
いです。

Q	最後に皆さんへ一言お願いします。
A	 かき氷は季節によって

いろいろな味を楽しめ
ます。これからも新し
いメニューに挑戦しな
がら、自分のお店らし
いかき氷を作っていき
たいと思います。

	 　ぜひ一年を通して楽
しんでください。 原

はら
 瑞
みず

稀
き

さん

　私は中学１年生から所属している吹奏楽部で、
バスクラリネットを始めました。現在は、ソロコ
ンテストに挑戦し、日々練習をしています。将来
は、より多くの人にバスクラリネットの魅力を伝
えていきたいです。

編集後記
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